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の説明を受け、その日に入るクラスに振り分けられることになる。参加人数は当日までわからないが、平均で 1 回 35




















やフィードバックをビジターからもらった。どちらのビジターセッションも 4〜5 名の学習者のグループに、1〜2 名の
ビジターが参加した。 
                                                                 
1 留学生は基本的に 1年生の間は入寮することになっている。 







表 2 １週間に日本語を話す時間 
 学内 学外 
1 時間以下 9 名 15 名 
1-3 時間 21 名 20 名 
3-5 時間 7 名 4 名 
5 時間以上 10 名 8 名 
 
表１ 2011 年秋学期 中級クラス「日本のお正月」 
日程 内容 
1 週目 読解：日本のお正月について 作文：出身地のお正月について 
2 週目 発表：出身地のお正月 ※テーマを絞る 
3 週目 ディスカッション：どんなテーマで発表するか 
4 週目 ビジターセッション１回目（インタビュー形式） 
7 週目 会話試験：模擬インタビュー（1人 5分程度） 
7 週目～9週目 学内外でのインタビュー 


















を 7段階評定で聞いた。セクション 3では、10 項目を 5段階評定で聞いた。集計の際、セクション 2では最も肯定的な





級 4クラスの学習者のうち、3 回の質問紙調査すべてに回答した 47






















質問紙調査の結果を表 3に示す。表 3のうち、1から 7は地域の人に対する印象、8から 13 は地域の人とのコミュニケ
ーションに関する意識、14 から 23 は学習者の日本語、日本文化、日本語でのコミュニケーションなどに関する関心や









What do you think about the local 
people?  
１．Friendly 0.06  -0.33  
２．Kind 0.09  0.24  
３．Lively 0.04  0.17  
４．Sincere 0.06  -0.07  
５．Interesting 0.34  0.17  
６．Positive 0.09  0.33  
７．Easy to talk 0.28  0.30  
What do you think about talking with 
the local people in Japanese? 
８．I can do it well 0.00  0.30  
９．Not Scary 0.06  0.11  
10．Interesting -0.26  -0.20  
11．I like it -0.02  0.04  
12．Easy 0.21 0.63 
13．Not stressful -0.06  0.13  
14. I want to speak with many Japanese university students 
in Japanese. 
-0.23  -0.09  
15. I want to know what is going on in Japan. -0.11  0.13  
16. When international students talk to Japanese 
students, they should do so in Japanese. 
-0.02  0.00  
17. I have an interest in Japanese traditional culture. -0.17  -0.02  
18. I want to speak with many local people in Japanese. -0.19  -0.09  
19. I want to learn about the local area. -0.02  0.00  
20. It is important to speak politely. -0.23  -0.15  
21. I have an interest in Japanese popular culture. -0.11  -0.26  
22. When international students speak to local people,
They should do so in Japanese. 
-0.28  -0.09  






















の人と話したい」と「17．伝統文化に興味がある」の間で強い相関が見られた（r=.80 , p<.01 ）。つまり、伝統文化に
興味がある学習者は地域の人と話したい、あるいは地域の人と話したい学習者は伝統文化に興味を持っている可能性が
あると考えられる。また、学外で話す時間の長さとビジターセッションでの意識の関係を調べるため、質問紙 2の「学
外での話す時間」とセクション 2と 3の回答での相関分析をしたところ4、「8．地域の人とよく話せる」（r=.60 ,p<.01）、
























                                                                 
4 １時間以下を 1点、1～3時間を 2 点、3～5 時間を 3点、5時間以上を 4点にして他の項目との相関を計算した。 
228
 







３．1回目と 2回目・3回目の質問紙調査の比較結果において、1回目の意識は高かったが、2回目と 3回目の質問調査 
の結果では意識が低下したことが確認される学習者（以下「高—低」）。 





タイプ 学習者 出身地 性別 
高—高 
A スリランカ 男性 
B 台湾 女性 
C インドネシア 男性 
低—高 
D 韓国 女性 
E 韓国 女性 























  「１時間だけで終わる交流ではなく、キャンプのような形の交流もしてみたい（学習者 A）」、「日本の文化や伝統な
どもっと話しやすいトピックで話したい（学習者 B）」、「別府だけでなく、他の地域の人とも交流してみたい（学習
者 C）」 
タイプ 学習者 出身地 性別 
高－低
G 韓国 女性 
H 韓国 男性 
I タイ 男性 
低－低
J 韓国 女性 
K 韓国 女性 




















「使用する語彙が難しかったので、とまどった（学習者 E）」、「自信がないので、敬語を使わなかった（学習者 F）」 
④ビジターセッション 1と 2で感じた違い 
「ビジターセッション 1 ではほとんど相手が話したが、ビジターセッション 2 では自分たちの準備ができていたの
で、積極的にコミュニケーションをとることができた（学習者 D）」、「トピックが同じなので、違いは感じなかった




















































  「文法の正確さにとらわれないようにしているため、今回も自由に話せた（学習者 G）」、「優しい人もいたため、厳
しい態度の人に対しても自分の気持ちをコントロールして話せた（学習者 H）」、「特にない（学習者 I）」 
③ビジターセッションで上手にできなかったこと 
  「失礼だと思い、相手の日本人女性に大きな声で話してほしいと言えなかった（学習者 G）」、「厳しい日本人に怖く
て自分の意見を言えなかった（学習者 H）」、「周りの人の話すスピードが早くてついていけなかった（学習者 I）」 
 ④ビジターセッション 1と 2で感じた違い 
  「ビジターセッション 1では相手の言葉でわからないものが多かったが、その後にいろいろ調べたので、ビジター
セッション 2では相手の言うことがよく理解できた（学習者 G）」、「厳しい日本人がいなかったので、ビジターセッ




















者 J,K）」、「敬語が上手に使えなかった（学習者 L）」 
 ④ビジターセッション 1と 2で感じた違い 
  「ビジターセッション 2では１人の学生がよく話していて、自分はあまり話せなかった（学習者 J）」、「どちらも同
じ地域の人だったので違いは感じない（学習者 K）」、「ビジターセッション 1では相手の言葉でわからないものが多
かったが、その後にいろいろ調べたのでビジターセッション 2 では相手の言うことがよく理解できた（学習者 L）」 
 ⑤今後ビジターセッションでしたいこと 
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